
社会貢献

関係機関への講習会の実施

ノウハウを活かした講習会を実施しています
当社グループのパトロール会社では、関係機関に対し
受傷事故防止等に関する講習会を実施しています。
　例えば、2015年10月には京都府警察学校(専科
教養)において、交通事故現場での受傷事故防止に配慮
した車両誘導をテーマに、交通警察業務を担当する
警察官を対象に机上教育として「危険予知トレーニング

社会貢献活動

NEXCO西日本グループでは、「事業活動を柱として、
社会の持続的な発展に貢献します」というCSR活動方
針のもと、事業以外においては、グループのノウハウを
活かすべく事業活動に親和性の高い分野で活動するこ
とを基本としています。またボランティアや地域連携イ
ベントへの参画については、社員本人やグループ会社の
主体性を尊重しており、「安全」「環境」「地域貢献」の各
分野で取り組んでいます。

活動方針

交通安全の啓発活動

高齢者や子どもが地域で安心して暮らせるよう
講習会を開催しています
高齢者や子どもが地域で安心して暮らせるよう、地
域の警察や交通安全協議会、市町村等と連携し、交通
安全教室や講習会を行っています。
シルバー講習会では特に高速道路での逆走事故防
止や緊急時の対処法などを中心に、幼稚園での交通
安全教室ではキャラクターや紙芝居を使うなどわかり
やすさを心がけながら、シートベルト着用の重要性や
横断歩道での安全確認の仕方、飛び出し事故の怖さ
などについてお伝えしています。
今後も地域の皆さまが安全に暮らせるよう各地域

で開催していきます。

資機材やノウハウを活かした支援活動

幼稚園での
交通安全教室の様子

社会貢献

WEB掲載情報　　　　　　　　　　つなぎの森 ／各種環境保全活動への
参加／学生や地域の子どもたちの教育支援／
地域イベントへの参加やボランティアなどを通じた地域貢献／
グループ社員の社会貢献活動参加の奨励・支援

（KYT）」などの講義、実技訓練では規制器材や発炎
筒の使用方法、誘導時の赤旗の振り方などの指導を
行いました。参加者の安全に対する意識は高く、高速
道路特有の事故や現象などについて真剣に耳を傾けら
れており、実技でも熱心に取り組んでいただきました。
今後もこうした業務でのノウハウを活かした取り組

みを継続し、地域社会へ貢献していきます。

NEXCO西日本パトロール関西による
講義の様子

実技指導の様子

財務報告

連結損益計算書 （単位：億円）

●当決算期の当社管内の高速道路の通行台数は、前期比2.3％増の
1,014百万台となり、料金収入は、前期比214億円増の7,396億
円となりました。

●営業費用のうち、高速道路機構に対する道路資産賃借料は、料金
収入の増加に伴い、前期比126億円増の5,336億円となりました。
管理費用は、道路保全点検や舗装補修費用の増加などにより、
前期比56億円増の2,051億円となりました。

●道路資産完成高は、中国自動車道 夢前スマートICの完成などが
ありましたが、前期のような徳島自動車道（徳島IC～鳴門JCT）
や東九州自動車道（豊前IC～宇佐IC、行橋IC～みやこ豊津IC）
の完成といった大規模の新規完成がなかったことから、前期比
1,521億円減の879億円となりました。なお、道路建設にかかっ
た経費と同額の債務を高速道路機構に引き渡すため、道路資産
完成高は道路資産完成原価と同額となり、道路建設から利益や
損失は発生しません。

●高速道路事業全体の営業利益は、前期比29億円増の38億円と
なりました。

●SA・PA事業の営業収益は、通行台数の増加を受けて前期比11億
円増の338億円となりました。その一方で、営業費用は販管費の
減少などにより、前期比1億円増の279億円となりました。その
結果、営業利益は、前期比9億円増の59億円となりました。

●関連事業全体の営業利益は、上記のSA・PA事業の営業利益の
増加により、前期比12億円増の59億円となりました。

2015年度区分
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注1）NEXCO西日本グループは、当社および連結子会社26社、持分法適用の関連会社等7社で構成されており、高速道路事業、SA・PA事業、その他の事業を行っています。
注2）「SA・PA事業」とは、高速道路のSA・PAにおける飲食・物販ならびにその不動産を賃貸する等の事業をいいます。
注3）「その他の事業」とは、受託事業、駐車場事業、トラックターミナル事業、コンサルティング事業、収益還元事業等の事業をいいます。
注4）「当期純利益」には、親会社株主に帰属する当期純利益を記載しています。

高速道路事業の損益  （単位：億円）
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（うちSA・PA事業） （59） （49） （9）

相互協力協定に基づく給水支援活動を実施しました
　2016年1月27日、広島県北広島町で寒波による断
水が発生し、約2,000世帯4,500人余りに影響がおよ
びました。
　NEXCO西日本メンテナンス中国千代田保全事務所
では、当社が広島県と締結している「大規模災害発生時
等における相互協力に関する協定」に基づき、広島県か
らの給水支援要請を受け、1月28日からの4日間で
散水車延べ19台を出動させました。給水先は千代田
中央病院などの医療機関や工業団地など計8カ所
で、合計約160トンの給水を行いました。
　今後も有事の際には、資機材やノウハウを活かした
支援を実施していきます。

現地での
給水支援の様子
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